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1.　20年３月期の連結業績（平成19年３月21日～平成20年３月20日）

(1) 連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

　 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
　 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

20年３月期 33,481 11.8 676 364.8 734 166.2 244 23.1
19年３月期 29,936 △2.5 145 △69.5 275 △48.4 198 △39.7

　

　
１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

　 円 銭 円 銭 ％ ％ ％

20年３月期 9 14 ― ― 1.6 3.1 2.0
19年３月期 7 40 ― ― 1.2 1.1 0.5

(参考) 持分法投資損益 20年３月期 ―百万円 　 19年３月期 ―百万円

　

(2) 連結財政状態 　

　 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
　 百万円 百万円 ％ 円 銭

20年３月期 23,863 14,802 62.0 573 19

19年３月期 23,858 15,790 66.2 588 35

(参考) 自己資本 20年３月期 14,802百万円 　 19年３月期 15,790百万円

　

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 　

　
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
　 百万円 百万円 百万円 百万円

20年３月期 655 △285 △441 1,293

19年３月期 △683 △588 △164 1,364

　

2.　配当の状況

　 　 配当金総額
(年間)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)(基準日) 中間期末 期末 年間

　 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

19年３月期 ― ― 6 00 6 00 161 81.1 1.0

20年３月期 ― ― 6 00 6 00 154 65.6 1.0

21年３月期(予想) ― ― 6 00 6 00 　 45.6 　

　

3.　21年３月期の連結業績予想（平成20年３月21日～平成21年３月20日）

　 (％表示は、通期は対前期、中間期は対前年中間期増減率)

　 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

　 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

中間期 14,800 3.2 80 11.5 100 10.9 50 △9.8 1 94

通　期 33,000 △1.4 700 3.5 750 2.1 340 39.0 13 17
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4.　その他

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　　無

　

(2) 連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（連結財務諸表作成のための基本と

なる重要な事項の変更に記載されるもの）

①　会計基準等の改正に伴う変更　　有

②　①以外の変更　　　　　　　　　有

〔(注)　詳細は、17ページ「会計方針の変更」をご覧ください。〕

　

(3) 発行済株式数（普通株式）

　 ① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 20年３月期 26,927,652株　19年３月期 26,927,652株

　 ② 期末自己株式数 20年３月期 1,103,199株　19年３月期 88,446株

(注)　１株当たり当期純利益（連結）の算定の基礎となる株式数については、27ページ「１株当たり情報」をご覧

ください。

　

(参考)　個別業績の概要

1.　20年３月期の個別業績（平成19年３月21日～平成20年３月20日）

(1) 個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

　 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
　 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

20年３月期 31,952 8.9 547 929.9 622 225.7 175 5.8
19年３月期 29,330 △3.8 53 △86.0 190 △57.4 165 △41.1

　

　 １株当たり当期純利益
潜在株式調整後

１株当たり当期純利益
　 円 銭 円 銭

20年３月期 ６ 56 ― ―

19年３月期 ６ 18 ― ―

　

(2) 個別財政状態

　 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

　 百万円 百万円 ％ 円 銭

20年３月期 22,991 14,317 62.3 554 41

19年３月期 23,197 15,363 66.2 572 41

(参考) 自己資本 20年３月期 14,317百万円 　 19年３月期 15,363百万円

　

2.　21年３月期の個別業績予想（平成20年３月21日～平成21年３月20日）

　 (％表示は、通期は対前期、中間期は対前年中間期増減率)

　 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

　 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

中間期 14,000 1.7 40 23.3 70 13.9 35 △25.6 1 36

通　期 31,500 △1.4 600 9.6 650 4.5 300 70.9 11 62

　
　※　業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績予想等の予想数値については、本資料の発表日現在において入手可能な情報
に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性が
あります。上記の予想に関する事項については、添付資料の３ページをご参照ください。
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１　経営成績

(1) 経営成績に関する分析

　　①　当期の経営成績

当連結会計年度におけるわが国経済は、年度前半においては堅調な企業収益を背景に民間設備投資が増

加し、雇用環境が改善するなど景気は緩やかな回復傾向を継続しましたが、期末にかけては原油や原材料

価格の高騰、サブプライムローン問題に端を発した金融市場の混乱などにより、景気の先行きは予断を許

さない状況となりました。

建設業界におきましては、民間設備投資は堅調に推移しましたが、公共投資は相変わらず減少傾向をた

どりました。市場での熾烈な価格競争と資材、労務費を始めとする建設コストが上昇するなど経営環境は

厳しい状況で推移しました。

このような経営環境のもと、当社及びグループ各社は総力をあげて当社グループの独自の技術・商品を

活用した積極的な営業活動、経営の効率化を推進してまいりました。この結果、当連結会計年度の受注工

事高は、前連結会計年度比8.2％増の337億８千８百万円、完成工事高は、前連結会計年度比11.8％増の

334億８千１百万円、翌連結会計年度への繰越工事高は、前連結会計年度末比1.8％増の170億１千３百万

円となりました。

利益面では、営業利益は、前連結会計年度比364.8％増の６億７千６百万円、経常利益は、前連結会計

年度比166.2％増の７億３千４百万円となり、当期純利益は、前連結会計年度比23.1％増の２億４千４百

万円となりました。

　

　　②　次期の見通し

今後の経済の見通しにつきましては、サブプライムローン問題による米国経済の減速に加え、原油を始

めとする様々な商品価格の高騰が続く中で、個人消費の冷え込みが予想されるなど不安要因が多く先行き

不透明な状況が続くものと思われます。

建設業界におきましては、公共投資は引続き減少するものと予想され、企業の設備投資も大幅な増加は

期待できず、今後も熾烈な受注競争が続くものと思われます。このような状況に対処するため、当社グル

ープは経営の基本方針及び経営戦略に記載しております諸施策を実行し、総力をあげて受注高の確保、利

益の確保に努めてまいります。

次期の連結業績の見通しにつきましては、受注工事高は340億円、完成工事高は330億円、経常利益は７

億５千万円、当期純利益は３億４千万円と見込んでおります。

　

(2) 財政状態に関する分析

営業活動によるキャッシュ・フローは、売上債権の増加等がありましたが、仕入債務の増加やその他流

動資産の減少等により、前連結会計年度比13億３千９百万円増の６億５千５百万円（前連結会計年度は△

６億８千３百万円）となりました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、投資有価証券や有形固定資産の取得による支出等がありました

が、定期預金の払戻や有価証券の売却による収入等により、前連結会計年度比３億２百万円（51.5％）増

の△２億８千５百万円となりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、自己株式の取得による支出の増加により前連結会計年度比２億

７千６百万円（167.8％）減の△４億４千１百万円となりました。
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この結果、現金及び現金同等物の期末残高は、前連結会計年度比７千１百万円（5.2％）減の12億９千

３百万円となりました。

　

　　　　なお、当企業集団のキャッシュ・フロー指標のトレンドは下記のとおりであります。

　

　 平成20年３月期 平成19年３月期 平成18年３月期

自己資本比率（％） 62.0 66.2 64.1

時価ベースの自己資本比率（％） 26.3 51.2 52.1

キャッシュ・フロー対有利子負債比率（％） 0 0 0

インタレスト・カバレッジ・レシオ 16.8 ― 17.7

1.各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

2.各指標は、下記の基準で算出しております。

　・自己資本比率：自己資本÷総資産

　・時価ベースの自己資本比率：株式時価総額÷総資産

　・キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債÷営業キャッシュ・フロー

　・インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー÷利払い

3.株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式総数（自己株式を控除）によります。

営業キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用して　　

おります。

　

(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

利益配分につきましては、企業体質の強化を図り、経営環境の変化に対応できるよう内部留保の充実を

図りながら、株主の皆様には業績に裏付けられた適正な利益還元に努めていくことを基本方針としており

ます。当期の利益配当金につきましては、１株につき６円を予定しております。また、内部留保資金は、

環境関連事業に関わる技術の研究開発や、収益力向上に関わる技術の研究開発などに有効に活用し、長期

にわたり堅実な経営を実施し、収益基盤の強化に努めてまいります。

次期の利益配当金につきましては、前記いたしました利益配分に関する基本方針に基づき実施してまい

ります。
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２　企業集団の状況

当社の企業集団は、当社と子会社５社で構成され、設備工事業を営んでおり、その主な内容は、建築関連施

設の産業空調衛生設備及び一般空調衛生設備、食品流通施設の冷凍冷蔵設備、環境施設の生活関連処理設備に

関する工事の設計・監理及び施工であります。

子会社の大和メンテナンス株式会社及び株式会社埼玉ヤマトは、当社が施工している上記各種工事に関わる

修理工事、維持管理業務の一部を施工しており、株式会社ヤマト・イズミテクノスは、独自の営業による電気

設備工事の設計・監理及び施工と当社が施工している上記各種工事に関わる電気設備工事の一部を施工してお

ります。ヤマト.イー・アール株式会社は、当社が施工している上下水道施設、水処理施設等の運転維持管理

業務を受託しております。また、大和ビジネスサービス株式会社は、当社の事務処理業務を受託しておりま

す。

　当企業集団の取引を図示しますと次のとおりであります。
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３　経営方針

(1) 会社の経営の基本方針

当社は、空調衛生設備、上下水道・排水処理設備、冷凍冷蔵設備の設計・監理及び施工を主な事業領

域とし、提供する技術・商品の品質向上に努め、市場の変化に対応し、顧客へ最高のサービスを提供す

ることを経営の基本方針としております。地球環境の保全・回復が強く求められる現在、当社の事業領

域は、これまでの実績を踏まえ、環境関連事業へと幅広く拡大しております。当社は、これら事業の技

術開発の促進、品質・安全の向上に努めることはもとより、市場環境の変化に創造力とスピードを持っ

て対応し、経営の発展を図ってまいります。

　

(2) 中長期的な会社の経営戦略

当社は、経営の基本方針に基づき、エンドユーザーに近いポジションでの営業展開を進めてまいりま

す。空調衛生エンジニアリング事業、食品流通エンジニアリング事業の責任者が中心となり、２つの事

業が連携して、お客様の求めるコンセプトに合致した提案型の営業を進め、電気設備工事も含めた総合

設備工事会社として、お客様に最高のサービスを提供してまいります。また、当社は社会的なニーズの

高い環境関連分野での技術・商品の開発を推進しております。その結果として「大温度差蓄熱運転管理

システム」、「ウルトラ　エコ・アイスシステム」、「ＴＡＳＫＰＬＵＳ」、「ヤマトサニタリーシス

テム」等があり、これら自社商品の拡販を進め一層の業績の向上に努めてまいります。

　

(3) 会社の対処すべき課題

経営環境は依然として厳しく、受注競争は今後もますます熾烈を極めるものと思われます。このよう

な状況の中で、お客様に最高のサービスを提供することにより会社の競争力を高め、また、技術の革新

を進め、収益基盤の強化と業務のスピードアップ、経費の節減を図り、安定した受注高の確保と利益の

確保に取組んでいく所存であります。

また、財務報告に係る内部統制システムの構築を行い、コンプライアンス体制をより一層強化すると

ともに、コーポレートガバナンスの強化と企業価値向上に努めてまいります。
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４　連結財務諸表

(1) 連結貸借対照表

　

　 　
前連結会計年度

(平成19年３月20日)

当連結会計年度

(平成20年３月20日)
比較増減

区分
注記

番号
金額(千円)

構成比

(％)
金額(千円)

構成比

(％)
金額(千円)

(資産の部) 　 　 　 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　流動資産 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　現金・預金 　 　 1,732,346 　 　 1,432,056 　 　 △300,290

　　　受取手形・完成工事

　　　未収入金
※1 　 8,746,294 　 　 9,949,435 　 　 1,203,141

　　　有価証券 　 　 210,210 　 　 9,965 　 　 △200,245

　　　未成工事支出金等 　 　 3,048,823 　 　 3,177,057 　 　 128,234

　　　繰延税金資産 　 　 122,485 　 　 297,684 　 　 175,199

　　　未収消費税等 　 　 ― 　 　 18,252 　 　 18,252

　　　その他流動資産 　 　 791,002 　 　 544,204 　 　 △246,798

　　　貸倒引当金 　 　 △11,341 　 　 △13,096 　 　 △1,755

　　　流動資産合計 　 　 14,639,821 61.36 　 15,415,560 64.60 　 775,739

Ⅱ　固定資産 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　有形固定資産 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　建物・構築物 　 　 4,167,785 　 　 4,231,692 　 　 63,907

　　　土地 　 　 1,088,523 　 　 1,241,042 　 　 152,519

　　　その他有形固定資産 　 　 569,172 　 　 587,960 　 　 18,788

　　　減価償却累計額 　 　 △2,698,210 　 　 △2,716,812 　 　 △18,602

　　　有形固定資産合計 　 　 3,127,271 　 　 3,343,883 　 　 216,612

　２　無形固定資産 　 　 202,701 　 　 184,036 　 　 △18,665

　３　投資その他の資産 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　投資有価証券 　 　 5,222,549 　 　 3,851,177 　 　 △1,371,372

　　　繰延税金資産 　 　 163,152 　 　 600,160 　 　 437,008

　　　その他投資等 　 　 511,421 　 　 486,789 　 　 △24,632

　　　貸倒引当金 　 　 △8,304 　 　 △18,025 　 　 △9,721

　　　投資その他の資産合計 　 　 5,888,818 　 　 4,920,102 　 　 △968,716

　　　固定資産合計 　 　 9,218,791 38.64 　 8,448,023 35.40 　 △770,768

　　　資産合計 　 　 23,858,612 100.00 　 23,863,583 100.00 　 4,971
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前連結会計年度

(平成19年３月20日)

当連結会計年度

(平成20年３月20日)
比較増減

区分
注記

番号
金額(千円)

構成比

(％)
金額(千円)

構成比

(％)
金額(千円)

(負債の部) 　 　 　 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　流動負債 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　工事未払金 　 　 4,846,522 　 　 5,395,231 　 　 548,709

　　　未払法人税等 　 　 67,884 　 　 264,614 　 　 196,730

　　　未払消費税等 　 　 67,981 　 　 11,560 　 　 △56,421

　　　未払役員賞与 　 　 3,900 　 　 3,900 　 　 ―

　　　未払費用 　 　 432,833 　 　 442,675 　 　 9,842

　　　未成工事受入金 　 　 927,132 　 　 1,075,848 　 　 148,716

　　　賞与引当金 　 　 233,114 　 　 253,882 　 　 20,768

　　　完成工事補償引当金 　 　 14,572 　 　 15,390 　 　 818

　　　工事損失引当金 　 　 7,656 　 　 284,533 　 　 276,877

　　　その他流動負債 　 　 36,551 　 　 49,548 　 　 12,997

　　　流動負債合計 　 　 6,638,147 27.82 　 7,797,185 32.67 　 1,159,038

Ⅱ　固定負債 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　退職給付引当金 　 　 1,080,727 　 　 1,072,307 　 　 △8,420

　　　役員退職慰労引当金 　 　 346,271 　 　 188,985 　 　 △157,286

　　　その他固定負債 　 　 2,700 　 　 2,700 　 　 ―

　　　固定負債合計 　 　 1,429,699 5.99 　 1,263,993 5.30 　 △165,706

　　　負債合計 　 　 8,067,847 33.81 　 9,061,178 37.97 　 993,331

(純資産の部) 　 　 　 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　株主資本 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　資本金 　 　 5,000,000 20.96 　 5,000,000 20.95 　 ―

　２　資本剰余金 　 　 4,499,820 18.86 　 4,499,820 18.85 　 ―

　３　利益剰余金 　 　 5,578,604 23.38 　 5,662,146 23.73 　 83,542

　４　自己株式 　 　 △41,061 △0.17 　 △322,755 △1.35 　 △281,694

　　　株主資本合計 　 　 15,037,363 63.03 　 14,839,212 62.18 　 △198,151

Ⅱ　評価・換算差額等 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　その他有価証券評価

　　　差額金
　 　 753,402 3.16 　 △36,807 △0.15 　 △790,209

　　　評価・換算差額等合計 　 　 753,402 3.16 　 △36,807 △0.15 　 △790,209

　　　純資産合計 　 　 15,790,765 66.19 　 14,802,404 62.03 　 △988,361

　　　負債純資産合計 　 　 23,858,612 100.00 　 23,863,583 100.00 　 4,971
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(2) 連結損益計算書

　

　 　

前連結会計年度

(自　平成18年３月21日 

 至　平成19年３月20日)

当連結会計年度

(自　平成19年３月21日 

 至　平成20年３月20日)

比較増減

区分
注記

番号
金額(千円)

百分比

(％)
金額(千円)

百分比

(％)
金額(千円)

Ⅰ　完成工事高 　 　 29,936,969 100.00 　 33,481,862 100.00 　 3,544,893

Ⅱ　完成工事原価 ※２ 　 28,393,702 94.85 　 31,420,171 93.84 　 3,026,469

　　　完成工事総利益 　 　 1,543,267 5.15 　 2,061,690 6.16 　 518,423

Ⅲ　販売費及び一般管理費
※１

※２
　 1,397,799 4.67 　 1,385,611 4.14 　 △12,188

　　　営業利益 　 　 145,467 0.48 　 676,078 2.02 　 530,611

Ⅳ　営業外収益 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　受取利息 　 45,946 　 　 34,384 　 　 △11,562 　

　　　受取配当金 　 61,423 　 　 72,083 　 　 10,660 　

　　　受取賃貸料 　 ― 　 　 19,915 　 　 19,915 　

　　　その他営業外収益 　 53,727 161,098 0.54 25,832 152,215 0.45 △27,895 △8,883

Ⅴ　営業外費用 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　支払利息 　 25,118 　 　 39,020 　 　 13,902 　

　　　デリバティブ損失 　 ― 　 　 30,246 　 　 30,246 　

　　　賃貸費用 　 ― 　 　 14,117 　 　 14,117 　

　　　その他営業外費用 　 5,562 30,680 0.10 10,415 93,799 0.28 4,853 63,119

　　　経常利益 　 　 275,885 0.92 　 734,493 2.19 　 458,608

Ⅵ　特別利益 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　貸倒引当金戻入額 　 7,586 　 　 ― 　 　 △7,586 　

　　　固定資産売却益 ※３ 46,817 　 　 ― 　 　 △46,817 　

　　　投資有価証券売却益 　 217,855 272,259 0.91 164,344 164,344 0.49 △53,511 △107,915

Ⅶ　特別損失 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　固定資産処分損 ※４ 1,854 　 　 26,002 　 　 24,148 　

　　　投資有価証券売却損 　 ― 　 　 48,211 　 　 48,211 　

　　　投資有価証券評価損 　 5,874 　 　 325,815 　 　 319,941 　

　　　会員権評価損 　 33,008 　 　 5,450 　 　 △27,558 　

　　　減損損失 ※５ 70,889 111,627 0.37 ― 405,479 1.21 △70,889 293,852

　　　税金等調整前当期純利益 　 　 436,517 1.46 　 493,358 1.47 　 56,841

　　　法人税、住民税及び

　　　事業税
　 170,396 　 　 324,052 　 　 153,656 　

　　　法人税等調整額 　 67,446 237,843 0.80 △75,271 248,780 0.74 △142,717 10,937

　　　当期純利益 　 　 198,673 0.66 　 244,577 0.73 　 45,904
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(3) 連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自　平成18年３月21日　至　平成19年３月20日)

　

　
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成18年３月20日残高(千円) 5,000,000 4,499,820 5,554,327 △36,268 15,017,880

連結会計年度中の変動額 　 　 　 　 　

　剰余金の配当（注） 　 　 △161,097 　 △161,097

　役員賞与（注） 　 　 △13,300 　 △13,300

　当期純利益 　 　 198,673 　 198,673

　自己株式の取得 　 　 　 △4,793 △4,793

　株主資本以外の項目の
　連結会計年度中の変動額(純額)

　 　 　 　 　

連結会計年度中の変動額合計
(千円)

　 　 24,276 △4,793 19,482

平成19年３月20日残高(千円) 5,000,000 4,499,820 5,578,604 △41,061 15,037,363

　

　

評価・換算差額等

純資産合計その他
有価証券
評価差額金

評価・換算差額
等合計

平成18年３月20日残高(千円) 998,337 998,337 16,016,217

連結会計年度中の変動額 　 　 　

　剰余金の配当（注） 　 　 △161,097

　役員賞与（注） 　 　 △13,300

　当期純利益 　 　 198,673

　自己株式の取得 　 　 △4,793

　株主資本以外の項目の
　連結会計年度中の変動額(純額)

△244,934 △244,934 △244,934

連結会計年度中の変動額合計
(千円)

△244,934 △244,934 △225,451

平成19年３月20日残高(千円) 753,402 753,402 15,790,765

（注）定時株主総会における利益処分項目である。
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当連結会計年度(自　平成19年３月21日　至　平成20年３月20日)

　

　
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成19年３月20日残高(千円) 5,000,000 4,499,820 5,578,604 △41,061 15,037,363

連結会計年度中の変動額 　 　 　 　 　

　剰余金の配当 　 　 △161,035 　 △161,035

　当期純利益 　 　 244,577 　 244,577

　自己株式の取得 　 　 　 △281,693 △281,693

　株主資本以外の項目の
　連結会計年度中の変動額(純額)

　 　 　 　 　

連結会計年度中の変動額合計
(千円)

　 　 83,542 △281,693 △198,150

平成20年３月20日残高(千円) 5,000,000 4,499,820 5,662,146 △322,755 14,839,212

　

　

評価・換算差額等

純資産合計その他
有価証券
評価差額金

評価・換算差額
等合計

平成19年３月20日残高(千円) 753,402 753,402 15,790,765

連結会計年度中の変動額 　 　 　

　剰余金の配当 　 　 △161,035

　当期純利益 　 　 244,577

　自己株式の取得 　 　 △281,693

　株主資本以外の項目の
　連結会計年度中の変動額(純額)

△790,209 △790,209 △790,209

連結会計年度中の変動額合計
(千円)

△790,209 △790,209 △988,360

平成20年３月20日残高(千円) △36,807 △36,807 14,802,404
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(4) 連結キャッシュ・フロー計算書
　

　 　

前連結会計年度

(自　平成18年３月21日 

 至　平成19年３月20日)

当連結会計年度

(自　平成19年３月21日 

 至　平成20年３月20日)

比較増減

区分
注記

番号
金額(千円) 金額(千円) 金額(千円)

Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・フロー 　 　 　 　

　　　税金等調整前当期純利益 　 436,517 493,358 56,841

　　　減価償却費 　 158,202 154,437 △3,765

　　　のれん償却額 　 11,578 27,789 16,211

　　　減損損失 　 70,889 ― △70,889

　　　役員退職慰労引当金の増減額（減少：△） 　 21,311 △157,286 △178,597

　　　貸倒引当金の増減額（減少：△） 　 △22,341 11,475 33,816

　　　賞与引当金の増減額（減少：△） 　 1,400 20,768 19,368

　　　完成工事補償引当金の増減額（減少：△） 　 △837 818 1,655

　　　退職給付引当金の増減額（減少：△） 　 △912 △8,420 △7,508

　　　工事損失引当金の増減額（減少：△） 　 7,656 276,877 269,221

　　　未払役員賞与の増減額（減少：△） 　 3,900 ― △3,900

　　　受取利息及び受取配当金 　 △107,370 △106,467 903

　　　支払利息 　 25,118 39,020 13,902

　　　投資有価証券売却益 　 △217,855 △164,344 53,511

　　　投資有価証券売却損 　 ― 48,211 48,211

　　　投資有価証券評価損 　 5,874 325,815 319,941

　　　会員権評価損 　 33,008 5,450 △27,558

　　　デリバティブ損失 　 ― 30,246 30,246

　　　固定資産売却益 　 △46,817 ― 46,817

　　　固定資産処分損 　 1,854 26,002 24,148

　　　売上債権の増減額（増加：△） 　 △950,236 △1,212,733 △262,497

　　　棚卸資産の増減額（増加：△） 　 1,433,221 △128,233 △1,561,454

　　　仕入債務の増減額（減少：△） 　 420,742 548,709 127,967

　　　未成工事受入金の増減額（減少：△） 　 △1,250,268 148,715 1,398,983

　　　未払消費税等の増減額（減少：△） 　 60,408 △56,421 △116,829

　　　未収消費税等の増減額（増加：△） 　 70,674 △18,252 △88,926

　　　その他流動資産の増減額（増加：△） 　 △515,824 358,053 873,877

　　　その他流動負債の増減額（減少：△） 　 2,694 △11,965 △14,659

　　　役員賞与の支払額 　 △13,300 ― 13,300

　　　その他 　 △945 274 1,219

　　　　小計 　 △361,655 651,899 1,013,554

　　　利息及び配当金の受取額 　 103,302 117,487 14,185

　　　利息の支払額 　 △25,113 △39,035 △13,922

　　　法人税等の支払額 　 △399,760 △133,661 266,099

　　　法人税等の還付額 　 ― 59,186 59,186

　　営業活動によるキャッシュ・フロー 　 △683,227 655,877 1,339,104
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前連結会計年度

(自　平成18年３月21日 

 至　平成19年３月20日)

当連結会計年度

(自　平成19年３月21日 

 至　平成20年３月20日)

比較増減

区分
注記

番号
金額(千円) 金額(千円) 金額(千円)

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー 　 　 　 　

　　　定期預金の預入による支出 　 △474,000 △485,000 △11,000

　　　定期預金の払戻による収入 　 454,000 724,000 270,000

　　　有価証券の取得による支出 　 △9,985 △9,965 20

　　　有価証券の売却による収入 　 24,995 179,738 154,743

　　　投資有価証券の取得による支出 　 △914,561 △911,042 3,519

　　　投資有価証券の売却による収入 　 693,592 485,801 △207,791

　　　有形固定資産の取得による支出 　 △276,330 △368,824 △92,494

　　　有形固定資産の売却による収入 　 31,869 55,762 23,893

　　　無形固定資産の取得による支出 　 △6,604 △18,762 △12,158

　　　のれんの取得による支出 　 △138,947 ―　 138,947

　　　従業員の貸付による支出 　 △11,573 △21,490 △9,917

　　　従業員貸付金の返済による収入 　 18,675 18,930 255

　　　保険積立金の積立による支出 　 △8,773 △8,773 ―

　　　保険積立金の返還による収入 　 2,548 44,800 42,252

　　　会員権の取得による支出 　 ― △11,250 △11,250

　　　会員権の償還による収入 　 22,670 45,670 23,000

　　　その他 　 4,150 △5,085 △9,235

　　投資活動によるキャッシュ・フロー 　 △588,274 △285,488 302,786

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー 　 　 　 　

　　　自己株式の取得による支出 　 △4,793 △281,693 △276,900

　　　配当金の支払額 　 △160,187 △160,067 120

　　財務活動によるキャッシュ・フロー 　 △164,981 △441,761 △276,780

Ⅳ　現金及び現金同等物の増減額（減少：△） 　 △1,436,482 △71,371 1,365,111

Ⅴ　現金及び現金同等物の期首残高 　 2,801,329 1,364,846 △1,436,483

Ⅵ　現金及び現金同等物の期末残高 ※１ 1,364,846 1,293,475 △71,371
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(5) 連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項

　

項目
前連結会計年度

(自　平成18年３月21日
至　平成19年３月20日)

当連結会計年度
(自　平成19年３月21日
至　平成20年３月20日)

１　連結の範囲に関する事項 すべての子会社(５社)を連結してい

る。

子会社名は、５ページ　２　企業集団

の状況に記載のとおりである。

　なお、㈱ヤマト・イズミテクノスに

ついては、当連結会計年度において新

たに設立したため、連結の範囲に含め

ている。

すべての子会社(５社)を連結してい

る。

子会社名は、５ページ　２　企業集団

の状況に記載のとおりである。

２　持分法の適用に関する事項 該当事項なし。 同左

３　連結子会社の事業年度等に

関する事項

連結子会社の事業年度末日と連結決算

日は一致している。

同左

４　会計処理基準に関する事項 　 　

　(1) 重要な資産の評価基準及

び評価方法

①　有価証券

　　満期保有目的の債券

　　　償却原価法

　　その他有価証券

　　　時価のあるもの

　　　　決算期末日の市場価格等に基

づく時価法(評価差額は全部純

資産直入法により処理し、売

却原価は移動平均法により算

定)

①　有価証券

　　満期保有目的の債券

　　　　同左

　　その他有価証券

　　　時価のあるもの

　　　　同左

　 　　　時価のないもの

　　　　移動平均法による原価法

　　　時価のないもの

　　　　同左

　 ②　デリバティブ

　　時価法

②　デリバティブ

　　時価法　　

　 ③　たな卸資産

　　未成工事支出金

　個別法による原価法

　　材料貯蔵品

　　　最終仕入原価法による原価法

③　たな卸資産

　　未成工事支出金

　同左

　　材料貯蔵品

　　　同左

　(2) 重要な減価償却資産の減

価償却の方法

①　有形固定資産

　　定率法

　　なお、耐用年数及び残存価額につ

いては、法人税法に規定する方法

と同一の基準によっている。

　　ただし、平成10年４月１日以降に

取得した建物(建物附属設備を除

く)については定額法によってい

る。

①　有形固定資産

同左

　 　　　　――――――――― （会計方針の変更）

法人税法の改正に伴い、当連結会計年

度より、平成19年４月１日以降に取得

した有形固定資産について、改正後の

法人税法に基づく減価償却の方法に変

更している。

これによる影響額は軽微である。

　 ②　無形固定資産(自社利用のソフトウ

ェア)

　　社内における利用可能期間(５年)

に基づく定額法によっている。

②　無形固定資産(自社利用のソフトウ

ェア)

同左
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項目
前連結会計年度

(自　平成18年３月21日
至　平成19年３月20日)

当連結会計年度
(自　平成19年３月21日
至　平成20年３月20日)

　(3) 重要な引当金の計上基準

　

①　貸倒引当金

　　債権の貸倒れによる損失に備える

ため、一般債権については貸倒実

績率により、貸倒懸念債権等の特

定の債権については個別に回収可

能性を検討し、回収不能見込額を

計上している。

①　貸倒引当金

同左

　 ②　賞与引当金

従業員に対して支給する賞与に　

　充てるため、支給見込額基準相

当額を計上している。

②　賞与引当金

同左

　 ③　完成工事補償引当金

　　完成工事引渡し後に発生する無償

の補修費用に充てるため、当連結

会計年度の完成工事高に対する将

来の見積補償額を計上している。

③　完成工事補償引当金

同左

　 ④　工事損失引当金

受注工事の損失発生に備えるた

め、当連結会計年度末手持工事の

うち、重要な損失の発生が見込ま

れ、かつ金額を合理的に見積もる

ことが可能な工事について、損失

見込額を計上している。

④　工事損失引当金

同左

　

　 ⑤　退職給付引当金

　　従業員の退職給付に備えるため、

当連結会計年度末における退職給

付債務及び年金資産の見込額に基

づき、当連結会計期間末において

発生していると認められる額を計

上している。

　　なお、会計基準変更時差異

(136,496千円)については15年に

よる按分額を費用処理している。

　　また、数理計算上の差異について

は、その発生時の従業員の平均残

存勤務期間以内の一定の年数(15

年)による定額法により、発生の翌

連結会計年度から費用処理するこ

ととしている。

⑤　退職給付引当金

同左

　　

　 ⑥　役員退職慰労引当金

　　役員の退職により支給する退職慰

労金に充てるため、内規に基づく

期末要支給額を計上している。

⑥　役員退職慰労引当金

同左

　　

　(4) 重要なリース取引の処理

方法

リース物件の所有権が借主に移転する

と認められるもの以外のファイナン

ス・リース取引については、通常の賃

貸借取引に係る方法に準じた会計処理

によっている。

同左
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項目
前連結会計年度

(自　平成18年３月21日
至　平成19年３月20日)

当連結会計年度
(自　平成19年３月21日
至　平成20年３月20日)

　(5) その他連結財務諸表作成

のための重要な事項

　

①　完成工事高の計上基準

完成工事高は、原則として工事完成基

準によっているが、長期大型工事(工期

１年以上、請負金額100,000千円以上)

については、工事進行基準を適用して

いる。

なお、工事進行基準による完成工事高

は459,135千円である。

　

①　完成工事高の計上基準

完成工事高は、原則として工事完成基

準によっているが、長期大型工事(工期

１年以上、請負金額100,000千円以上)

については、工事進行基準を適用して

いる。

なお、工事進行基準による完成工事高

は2,177,559千円である。

　

　

②　消費税等の処理方法

消費税及び地方消費税の会計処理は税

抜方式によっている。

　

②　消費税等の処理方法

同左

　

５　連結子会社の資産及び負債

の評価に関する事項

連結子会社の資産及び負債の評価は全

面時価評価法によっている。

同左

６　のれん及び負ののれんの償

却に関する事項

のれんは、５年間の均等償却を行ってい
る。

同左

　

７　連結キャッシュ・フロー計

算書における資金の範囲

連結キャッシュ・フロー計算書におけ

る資金(現金及び現金同等物)は、手許

現金、随時引き出し可能な預金及び容

易に換金可能であり、かつ、価値の変

動について僅少なリスクしか負わない

取得日から３か月以内に償還期限の到

来する短期投資からなっている。

同左
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(会計方針の変更)

　
前連結会計年度

(自　平成18年３月21日
至　平成19年３月20日)

当連結会計年度
(自　平成19年３月21日
至　平成20年３月20日)

(固定資産の減損に係る会計基準)

当連結会計年度から「固定資産の減損に係る会計基準」

（「固定資産の減損に係る会計基準の設定に関する意見

書」（企業会計審議会 平成14年８月９日））及び「固定

資産の減損に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準

委員会　平成15年10月31日　企業会計基準適用指針第6

号）を適用している。

この結果、従来の方法によった場合と比較して、税金

等調整前当期純利益は70,889千円少なく計上されている。

なお、減損損失累計額については、改正後の連結財務諸

表規則に基づき、当該各資産の金額から直接控除してい

る。

(役員賞与に関する会計基準）

当連結会計年度から「役員賞与に関する会計基準」（企

業会計基準委員会　平成17年11月29日　企業会計基準第

４号）を適用している。

この結果、従来の方法によった場合と比較して、営業

利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益は3,900千円

少なく計上されている。

(貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準等)

当連結会計年度から「貸借対照表の純資産の部の表示

に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成17年12

月９日　企業会計基準第５号）及び「貸借対照表の純資

産の部の表示に関する会計基準等の適用指針」（企業会

計基準委員会　平成17年12月９日　企業会計基準適用指

針第８号）を適用している。

これによる損益に与える影響はない。なお、従来の「資

本の部」の合計に相当する金額は15,790,765千円である。

連結財務諸表規則の改正により、当連結会計年度におけ

る連結財務諸表は、改正後の連結財務諸表規則により作

成している。

(自己株式及び準備金の額の減少等に関する会計基準等

の一部改正）

当連結会計年度から、改正後の「自己株式及び準備金

の額の減少等に関する会計基準」（企業会計基準委員会

最終改正平成18年８月11日企業会計基準第１号）及び「自

己株式及び準備金の額の減少等に関する会計基準の適用

指針」（企業会計基準委員会　最終改正平成18年８月11

日　企業会計基準適用指針第２号）を適用している。

これによる損益に与える影響はない。なお、連結財務

諸表規則の改正により、当連結会計年度における連結財

務諸表は、改正後の連結財務諸表規則により作成してい

る。

(企業結合に係る会計基準等)

当連結会計年度から「企業結合に係る会計基準」(企業

会計審議会　平成15年10月31日)及び「事業分離等に関す

る会計基準」(企業会計基準委員会　平成17年12月27日　

企業会計基準第７号)並びに「企業結合会計基準及び事業

分離等会計基準に関する適用指針」(企業会計基準委員会

　最終改正平成18年12月22日　企業会計基準適用指針第

10号)を適用している。

これによる損益に与える影響はない。

従来、不動産の賃貸に係る賃貸費用については、販売

費及び一般管理費に含めて計上していたが、近年、「受

取賃貸料」（営業外収益）の重要性が高まってきたこと

により、「受取賃貸料」（営業外収益）との対応をより

明確に図るため、当連結会計年度より「賃貸費用」とし

て（営業外費用）に計上する方法に変更した。

この変更により、営業利益は14,117千円増加している。

なお、経常利益及び税金等調整前当期純利益に与える影

響はない。
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(表示方法の変更）

(連結損益計算書関係)

　
前連結会計年度

(自　平成18年３月21日
　至　平成19年３月20日)

当連結会計年度
(自　平成19年３月21日)
 至　平成20年３月20日)

              ――――――――――― 前連結会計年度において、「営業外収益」の「その他」
に含めて表示していた「受取賃貸料」（前連結会計年度
11,179千円）については、営業外収益の100分の10を超
えたため、当連結会計年度から区分掲記している。

　

(6) 連結財務諸表に関する注記事項

(連結貸借対照表関係)

　
前連結会計年度

(平成19年３月20日)
当連結会計年度

(平成20年３月20日)

　　　　受取手形裏書譲渡高 253,912千円

　

　　　　　―――――――――――――――

　　　　受取手形裏書譲渡高 357,226千円

　　
※１　連結会計年度末日満期手形の会計処理について

　は、手形交換日をもって決済処理している。
　　なお、当連結会計年度の末日が金融機関の休日で

あったため、次の満期手形が連結会計年度末日残
高に含まれている。　

　　　　受取手形　　　　　　　　　　　100,125千円
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(連結損益計算書関係)

　
前連結会計年度

(自　平成18年３月21日
至　平成19年３月20日)

当連結会計年度
(自　平成19年３月21日
至　平成20年３月20日)

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目と金額は次の

とおりである。

役員報酬 196,901千円

従業員給料手当 414,149千円

賞与引当金繰入額 37,001千円

退職給付費用 44,094千円

役員退職慰労引当金繰入額 22,311千円

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目と金額は次の

とおりである。

役員報酬 157,833千円

従業員給料手当 431,520千円

賞与引当金繰入額 48,324千円

退職給付費用 43,714千円

役員退職慰労引当金繰入額 26,069千円

貸倒引当金繰入額 　10,624千円

※２　一般管理費及び当期製造費用に含まれる研究開発

費の総額は68,745千円である。

※２　一般管理費及び当期製造費用に含まれる研究開発

費の総額は75,566千円である。

※３　固定資産売却益の内訳は次のとおりである。

建物 18,430千円

構築物 9,556千円

土地 18,830千円

　計 46,817千円

※３　　　　――――――――――――――

　 　

　 　

　 　

　 　

※４　固定資産処分損の内訳は次のとおりである。

建物 1,557千円

車両運搬具 118千円

工具器具・備品 178千円

　計 1,854千円

※５　減損損失
当連結会計年度において、当社グループは以下の資産

について減損損失を計上した。

用途 種類 場所
金額

（千円）

遊休資産 土地
群馬県吾妻
郡六合村

41,661

〃 〃
群馬県吾妻
郡嬬恋村

3,963

〃 〃
新潟県南魚
沼郡湯沢町

14,318

〃 土地建物
群馬県利根
郡みなかみ
町

10,946

計 70,889

当社グループは、事業用資産は継続的に収支把握を行
っている管理会計上の事業部門単位ごとに、賃貸目的で
使用されている資産及び将来の用途が定まっていない遊
休資産については個別物件ごとにグルーピングしている。

上記の資産については、遊休状態にあり市場価格が著
しく下落したことにより、帳簿価額を回収可能価額まで
減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上し
ている。

減損損失の内訳は、建物10,112千円、土地60,777千円
である。

なお、当該資産の回収可能価額は、正味売却価額によ
り測定しており、固定資産税評価額を参考として評価し
ている。
　

※４　固定資産処分損の内訳は次のとおりである。

建物・構築物 21,391千円

その他有形固定資産 4,610千円

　計 26,002千円

※５　　　　――――――――――――――
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(連結株主資本等変動計算書関係)

前連結会計年度(自　平成18年３月21日　至　平成19年３月20日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 26,927,652 ― ― 26,927,652
　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 78,115 10,331 ― 88,446
　

(変動事由の概要)

増加は単元未満株式の買取りによるものである。

　

３　配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり配当額

(円)
基準日 効力発生日

平成18年６月15日
定時株主総会

普通株式 161,097 ６ 平成18年３月20日 平成18年６月16日

　

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成19年6月15日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 161,035 ６ 平成19年３月20日 平成19年６月18日

　

当連結会計年度(自　平成19年３月21日　至　平成20年３月20日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 26,927,652 ― ― 26,927,652
　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 88,446 1,014,753 ― 1,103,199
　

(変動事由の概要)

増加の内訳は次のとおりである。

　　　　　　単元未満株式の買取りによるもの　　　　　　　　　14,753株

　　　　　　取締役会の決議に基づく取得によるもの　　　 　1,000,000株

　

３　配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり配当額

(円)
基準日 効力発生日

平成19年６月15日
定時株主総会

普通株式 161,035 ６ 平成19年３月20日 平成19年６月18日

　

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年6月17日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 154,946 ６ 平成20年３月20日 平成20年６月18日
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(連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前連結会計年度

(自　平成18年３月21日
至　平成19年３月20日)

当連結会計年度
(自　平成19年３月21日
至　平成20年３月20日)

※１ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表　

　　 に掲記されている科目の金額との関係

(平成19年３月20日現在)

現金預金勘定 1,732,346千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △367,500千円

現金及び現金同等物 1,364,846千円
　

※１ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表　

　　 に掲記されている科目の金額との関係

(平成20年３月20日現在)

現金預金勘定 1,432,056千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △128,500千円

証券会社預け金 △10,081千円

現金及び現金同等物 1,293,475千円
　

　

(セグメント情報)

１　事業の種類別セグメント情報

前連結会計年度及び当連結会計年度において、設備工事業以外に開示の対象となるセグメントはな

いため、記載を省略している。

　

２　所在地別セグメント情報

前連結会計年度及び当連結会計年度において、本邦以外の国または地域に所在する連結子会社及び

支店がないため、記載を省略している。

　

３　海外売上高

前連結会計年度及び当連結会計年度において、海外売上高がないため、記載を省略している。

　

(リース取引関係)

決算短信における開示の必要性が大きくないと考えられるため開示を省略している。
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(関連当事者との取引)

前連結会計年度（自　平成18年３月21日　至　平成19年３月20日）

役員及び個人主要株主等

属性 氏名 住所
資本金

事業の内容又は職業
議決権等の所有 関係内容

（千円） (被所有)割合(%) 役員の兼任等 事業上の関係

役員 堤　公男 ― ―
群馬土地株式会社

（直接）（0.01） ― ―
代表取締役社長

　 　 　 　 　 　 　 　

取引の内容
取引金額

科目
期末残高 　 　

（千円） （千円） 　 　

設備工事の売上 3,555
完成工事未収入金 1,055 　 　

未成工事受入金 1,115 　 　

広告料・手数料の
支払

5,124 未払費用 757 　 　

　

（取引条件ないし取引条件の決定方針等）

　・工事受注金額については、提出会社から見積書を提示し、価格交渉の上、一般取引条件と同様に決定している。

　・広告料及び手数料の支払については、当社と関連を有しない他の当事者と同様の条件によっている。

　

（注）１　上記金額のうち、完成工事未収入金、未成工事受入金及び未払費用の金額には消費税等を含み、それ以外の

　　　　　金額には消費税等を含んでいない。

　　　２　上記取引は、いわゆる第三者のための取引である。

　

当連結会計年度（自　平成19年３月21日　至　平成20年３月20日）

役員及び個人主要株主等

属性 氏名 住所
資本金

事業の内容又は職業
議決権等の所有 関係内容

（千円） (被所有)割合(%) 役員の兼任等 事業上の関係

役員 堤　公男 ― ―
群馬土地株式会社

（直接）（0.01） ― ―
代表取締役社長

　 　 　 　 　 　 　 　

取引の内容
取引金額

科目
期末残高 　 　

（千円） （千円） 　 　

設備工事の売上 6,184 未成工事受入金 1,115 　 　

広告料・手数料の
支払

5,276 　 　 　 　

　

（取引条件ないし取引条件の決定方針等）

　・工事受注金額については、提出会社から見積書を提示し、価格交渉の上、一般取引条件と同様に決定している。

　・広告料及び手数料の支払については、当社と関連を有しない他の当事者と同様の条件によっている。

　

（注）１　上記金額のうち、未成工事受入金の金額には消費税等を含み、それ以外の金額には消費税等を含んでいな

　　　　　い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　２　上記取引は、いわゆる第三者のための取引である。
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(税効果会計関係)

　
前連結会計年度

(自　平成18年３月21日
至　平成19年３月20日)

当連結会計年度
(自　平成19年３月21日
至　平成20年３月20日)

１　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別

の内訳

(繰延税金資産) 　

　　投資有価証券評価損 37,518千円

　　退職給付引当金 437,029

　　役員退職慰労引当金 140,202

　　会員権評価損 43,382

　　賞与引当金 94,035

　　ソフトウェア等償却超過額 11,912

　　貸倒引当金繰入限度超過額 5,312

　　工事損失引当金 3,095

　　減損損失 4,426

　　未払事業税 9,007

　　完成工事補償引当金 5,897

　　その他 14,428

　　　繰延税金資産小計 806,248

　　評価性引当額 △5,135

　　　繰延税金資産合計 801,112

(繰延税金負債) 　

　　その他有価証券評価差額金 △511,795

　　その他 △3,679

　　　繰延税金負債合計 △515,474

　　　繰延税金資産の純額 285,638
　

１　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別

の内訳

(繰延税金資産) 　

　　投資有価証券評価損 20,221千円

　　退職給付引当金 433,624

　　役員退職慰労引当金 76,576

　　会員権評価損 27,089

　　賞与引当金 103,305

　　ソフトウェア等償却超過額 8,856

　　貸倒引当金繰入限度超過額 9,566

　　工事損失引当金 115,060

　　減損損失 4,426

　　未払事業税 23,048

　　完成工事補償引当金 6,240

　　完成工事原価否認 29,627

　　その他有価証券評価差額金 25,439

　　その他 20,700

　　　繰延税金資産小計 903,784

　　評価性引当額 △5,641

　　　繰延税金資産合計 898,143

(繰延税金負債) 　

　　その他 △297

　　　繰延税金負債合計 △297

　　　繰延税金資産の純額 897,845
　

２　法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との差異の原因となった主な項目別の内訳

法定実効税率 40.4％

　　(調整) 　

　　交際費等永久に損金に
　　算入されない項目

12.9

　　受取配当金等永久に
　　益金に算入されない項目

△8.1

　　住民税均等割等 6.0

　　その他 3.3

税効果会計適用後の
法人税等の負担率

54.5

　

２　法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との差異の原因となった主な項目別の内訳

法定実効税率 40.4％

　　(調整) 　

　　交際費等永久に損金に
　　算入されない項目

11.1

　　受取配当金等永久に
　　益金に算入されない項目

△3.8

　　住民税均等割等 5.5

　　その他 △2.8

税効果会計適用後の
法人税等の負担率

50.4
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(有価証券関係)

前連結会計年度(自　平成18年３月21日　至　平成19年３月20日)

１　その他有価証券で時価のあるもの(平成19年３月20日)

　

区分
取得原価
(千円)

連結貸借対照表計上額
(千円)

差額
(千円)

(1) 連結貸借対照表計上額が取得原
価を超えるもの

　 　 　

株式 2,407,435 3,787,551 1,380,115

債券 199,070 204,435 5,365

その他 337,664 425,269 87,605

小計 2,944,169 4,417,256 1,473,086

(2) 連結貸借対照表計上額が取得原
価を超えないもの

　 　 　

株式 796,561 604,766 △191,794

債券 200,000 195,611 △4,388

その他 57,354 46,326 △11,028

小計 1,053,915 846,703 △207,212

合計 3,998,085 5,263,960 1,265,874

（注）表中の「取得原価」は減損処理後の帳簿価額である。なお、当連結会計年度において減損処理を行い、

投資有価証券評価損5,874千円を計上している。

　

２　当連結会計年度中に売却したその他有価証券(自　平成18年３月21日　至　平成19年３月20日)

　

売却額(千円) 売却益の合計額(千円) 売却損の合計額(千円)

693,592 217,855 ―

　

３　時価評価されていない主な有価証券の内容及び連結貸借対照表計上額(平成19年３月20日)

(1) 満期保有目的の債券

割引金融債 9,985千円

(2) その他有価証券

非上場株式 148,814千円

非上場債券 10,000千円

　

４　その他有価証券のうち満期のあるもの及び満期保有目的の債券の今後の償還予定額(平成19年３月20

日)

　

区分 １年以内(千円) １年超５年以内(千円) ５年超10年以内(千円) 10年超(千円)

債券 　 　 　 　

　国債・地方債等 ― ― ― ―

　社債 ― 10,000 ― ―

　その他 210,210 ― ― 199,821

その他 ― ― 395,200 ―

合計 210,210 10,000 395,200 199,821
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当連結会計年度(自　平成19年３月21日　至　平成20年３月20日)

１　その他有価証券で時価のあるもの(平成20年３月20日)

　

区分
取得原価
(千円)

連結貸借対照表計上額
(千円)

差額
(千円)

(1) 連結貸借対照表計上額が取得原
価を超えるもの

　 　 　

株式 1,385,497 1,760,179 374,681

債券 ― ― ―

その他 43,835 47,812 3,977

小計 1,429,333 1,807,991 378,658

(2) 連結貸借対照表計上額が取得原
価を超えないもの

　 　 　

株式 1,838,188 1,498,453 △339,735

債券 ― ― ―

その他 515,648 414,477 △101,170

小計 2,353,836 1,912,930 △440,905

合計 3,783,169 3,720,922 △62,247

（注）表中の「取得原価」は減損処理後の帳簿価額である。なお、当連結会計年度において減損処理を行い、

投資有価証券評価損291,255千円を計上している。

　

２　当連結会計年度中に売却したその他有価証券(自　平成19年３月21日　至　平成20年３月20日)

　

売却額(千円) 売却益の合計額(千円) 売却損の合計額(千円)

761,447 164,344 49,886

　

３　時価評価されていない主な有価証券の内容及び連結貸借対照表計上額(平成20年３月20日)

(1) 満期保有目的の債券

割引金融債 9,965千円 

(2) その他有価証券

非上場株式 120,255千円 

非上場債券 10,000千円 

　

４　その他有価証券のうち満期のあるもの及び満期保有目的の債券の今後の償還予定額(平成20年３月20

日)

　

区分 １年以内(千円) １年超５年以内(千円) ５年超10年以内(千円) 10年超(千円)

債券 　 　 　 　

　国債・地方債等 ― ― ― ―

　社債 ― 10,000 ― ―

　その他 9,965 ― ― ―

その他 ― ― 235,951 80,136

合計 9,965 10,000 235,951 80,136
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(デリバティブ取引関係)

　　　決算短信における開示の必要性が大きくないと考えられるため開示を省略している。

　

(退職給付関係)

　　　決算短信における開示の必要性が大きくないと考えられるため開示を省略している。

　

(ストック・オプション等関係)

前連結会計年度（平成18年３月21日～平成19年３月20日）

　該当事項なし。

　

当連結会計年度（平成19年３月21日～平成20年３月20日）

　該当事項なし。

　

　

(企業結合等関係)

前連結会計年度（平成18年３月21日～平成19年３月20日）

　　　　　重要性が乏しいため、記載は省略している。

　

当連結会計年度（平成19年３月21日～平成20年３月20日）

　　　　　該当事項なし。
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(１株当たり情報)

　

　
前連結会計年度

(自　平成18年３月21日
至　平成19年３月20日)

当連結会計年度
(自　平成19年３月21日
至　平成20年３月20日)

１株当たり純資産額 588.35円 573.19円

１株当たり当期純利益 7.40円 9.14円

　 　なお、潜在株式調整後１株当たり

当期純利益金額については、潜在株

式がないため記載していない。

　なお、潜在株式調整後１株当たり

当期純利益金額については、潜在株

式がないため記載していない。

　 １株当たり当期純利益の算定上の
基礎

　連結損益計算書上の
　当期純利益

198,673千円

普通株主に帰属しない金額の主要
な内訳

該当事項なし 　

普通株式に係る
当期純利益

198,673千円

普通株式の
期中平均株式数

26,845千株

　

１株当たり当期純利益の算定上の
基礎

　連結損益計算書上の
　当期純利益

244,577千円

普通株主に帰属しない金額の主要
な内訳

該当事項なし 　

普通株式に係る
当期純利益

244,577千円

普通株式の
期中平均株式数

26,744千株

　

(重要な後発事象)

　
　

前連結会計年度
(自　平成18年３月21日
至　平成19年３月20日)

当連結会計年度
(自　平成19年３月21日
至　平成20年３月20日)

該当事項なし。 該当事項なし。
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５　個別財務諸表

(1) 貸借対照表

　

　 　
前事業年度

(平成19年３月20日)

当事業年度

(平成20年３月20日)
比較増減

区分
注記

番号
金額(千円)

構成比

(％)
金額(千円)

構成比

(％)
金額(千円)

(資産の部) 　 　 　 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　流動資産 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　現金預金 　 　 1,308,616 　 　 1,128,426 　 　 △180,190

　　　受取手形 　 　 1,665,242 　 　 1,992,613 　 　 327,371

　　　完成工事未収入金 　 　 6,816,098 　 　 7,508,006 　 　 691,908

　　　有価証券 　 　 210,210 　 　 9,965 　 　 △200,245

　　　未成工事支出金 　 　 2,881,138 　 　 2,868,452 　 　 △12,686

　　　材料貯蔵品 　 　 26,018 　 　 26,064 　 　 46

　　　短期貸付金 　 　 130,000 　 　 160,000 　 　 30,000

　　　前払費用 　 　 13,057 　 　 19,405 　 　 6,348

　　　繰延税金資産 　 　 101,386 　 　 271,133 　 　 169,747

　　　未収収益 　 　 11,382 　 　 364 　 　 △11,018

　　　未収入金 　 　 757,922 　 　 574,336 　 　 △183,586

　　　未収消費税等 　 　 ― 　 　 18,086 　 　 18,086

　　　その他流動資産 　 　 4,034 　 　 2,705 　 　 △1,329

　　　貸倒引当金 　 　 △9,751 　 　 △10,726 　 　 △975

　　　流動資産合計 　 　 13,915,356 59.99 　 14,568,834 63.37 　 653,478

Ⅱ　固定資産 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　有形固定資産 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　　建物 　 3,859,521 　 　 3,835,317 　 　 △24,204 　

　　　　減価償却累計額 　 2,097,129 1,762,391 　 2,149,928 1,685,389 　 52,799 △77,002

　　　　構築物 　 306,179 　 　 305,799 　 　 △380 　

　　　　減価償却累計額 　 228,368 77,811 　 238,336 67,463 　 9,968 △10,348

　　　　機械装置 　 205,833 　 　 187,359 　 　 △18,474 　

　　　　減価償却累計額 　 163,472 42,360 　 117,886 69,473 　 △45,586 27,113

　　　　車両運搬具 　 32,126 　 　 35,636 　 　 3,510 　

　　　　減価償却累計額 　 21,366 10,759 　 24,817 10,819 　 3,451 60

　　　　工具器具・備品 　 330,656 　 　 353,510 　 　 22,854 　

　　　　減価償却累計額 　 187,784 142,871 　 182,337 171,173 　 △5,447 28,302

　　　　土地 　 　 1,088,523 　 　 1,241,042 　 　 152,519

　　　　建設仮勘定 　 　 ― 　 　 1,427 　 　 1,427

　　　有形固定資産計 　 　 3,124,718 　 　 3,246,789 　 　 122,071

　２　無形固定資産 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　　借地権 　 　 25,657 　 　 25,657 　 　 ―

　　　　ソフトウェア 　 　 19,971 　 　 29,165 　 　 9,194

　　　　その他無形固定資産 　 　 28,317 　 　 28,317 　 　 ―

　　　無形固定資産計 　 　 73,946 　 　 83,140 　 　 9,194
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前事業年度

(平成19年３月20日)

当事業年度

(平成20年３月20日)
比較増減

区分
注記

番号
金額(千円)

構成比

(％)
金額(千円)

構成比

(％)
金額(千円)

　３　投資その他の資産 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　　投資有価証券 　 　 5,173,985 　 　 3,819,341 　 　 △1,354,644

　　　　関係会社株式 　 　 120,000 　 　 120,000 　 　 ―

　　　　出資金 　 　 12,360 　 　 12,370 　 　 10

　　　　従業員長期貸付金 　 　 44,009 　 　 45,179 　 　 1,170

　　　　関係会社長期貸付金 　 　 133,988 　 　 106,988 　 　 △27,000

　　　　破産債権、更生債権等 　 　 8,304 　 　 11,525 　 　 3,221

　　　　長期前払費用 　 　 15,407 　 　 10,299 　 　 △5,108

　　　　繰延税金資産 　 　 158,146 　 　 585,126 　 　 426,980

　　　　生命保険掛金 　 　 88,347 　 　 92,570 　 　 4,223

　　　　長期保証金 　 　 109,478 　 　 110,097 　 　 619

　　　　会員権等 　 　 124,380 　 　 128,360 　 　 3,980

　　　　その他投資等 　 　 103,489 　 　 62,678 　 　 △40,811

　　　　貸倒引当金 　 　 △8,304 　 　 △11,525 　 　 △3,221

　　　投資その他の資産計 　 　 6,083,593 　 　 5,093,010 　 　 △990,583

　　　固定資産合計 　 　 9,282,258 40.01 　 8,422,940 36.63 　 △859,318

　　　資産合計 　 　 23,197,614 100.00 　 22,991,774 100.00 　 △205,840

(負債の部) 　 　 　 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　流動負債 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　工事未払金 　 　 4,789,284 　 　 5,257,110 　 　 467,826

　　　未払金 　 　 15,256 　 　 38,409 　 　 23,153

　　　未払費用 　 　 381,700 　 　 383,197 　 　 1,497

　　　未払法人税等 　 　 28,950 　 　 236,889 　 　 207,939

　　　未払消費税等 　 　 56,284 　 　 ― 　 　 △56,284

　　　未成工事受入金 　 　 909,273 　 　 999,420 　 　 90,147

　　　預り金 　 　 19,470 　 　 3,854 　 　 △15,616

　　　賞与引当金 　 　 193,024 　 　 204,794 　 　 11,770

　　　完成工事補償引当金 　 　 14,241 　 　 14,114 　 　 △127

　　　工事損失引当金 　 　 7,656 　 　 284,533 　 　 276,877

　　　流動負債合計 　 　 6,415,140 27.65 　 7,422,324 32.28 　 1,007,184

Ⅱ　固定負債 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　退職給付引当金 　 　 1,080,727 　 　 1,072,307 　 　 △8,420

　　　役員退職慰労引当金 　 　 335,971 　 　 177,160 　 　 △158,811

　　　その他固定負債 　 　 2,700 　 　 2,700 　 　 ―

　　　固定負債合計 　 　 1,419,399 6.12 　 1,252,168 5.45 　 △167,231

　　　負債合計 　 　 7,834,540 33.77 　 8,674,492 37.73 　 839,952
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前事業年度

(平成19年３月20日)

当事業年度

(平成20年３月20日)
比較増減

区分
注記

番号
金額(千円)

構成比

(％)
金額(千円)

構成比

(％)
金額(千円)

(純資産の部) 　 　 　 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　株主資本 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　資本金 　 　 5,000,000 21.56 　 5,000,000 21.75 　 ―

　２　資本剰余金 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　(1) 資本準備金 　 4,499,820 　 　 4,499,820 　 　 ― 　

　　　　資本剰余金合計 　 　 4,499,820 19.40 　 4,499,820 19.57 　 ―

　３　利益剰余金 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　(1) 利益準備金 　 469,687 　 　 469,687 　 　 ― 　

　　(2) その他利益剰余金 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　　別途積立金 　 4,200,000 　 　 4,200,000 　 　 ― 　

　　　　繰越利益剰余金 　 480,807 　 　 495,348 　 　 14,541 　

　　　　利益剰余金合計 　 　 5,150,494 22.20 　 5,165,035 22.46 　 14,541

　４　自己株式 　 　 △41,061 △0.18 　 △322,755 △1.40 　 △281,694

　　　株主資本合計 　 　 14,609,253 62.98 　 14,342,101 62.38 　 △267,152

Ⅱ　評価・換算差額等 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　その他有価証券評価

　　　差額金
　 　 753,820 　 　 △24,819 　 　 △778,639

　　　評価・換算差額等合計 　 　 753,820 3.25 　 △24,819 △0.11 　 △778,639

　　　純資産合計 　 　 15,363,074 66.23 　 14,317,282 62.27 　 △1,045,792

　　　負債純資産合計 　 　 23,197,614 100.00 　 22,991,774 100.00 　 △205,840
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(2) 損益計算書

　

　 　

前事業年度

(自　平成18年３月21日 

 至　平成19年３月20日)

当事業年度

(自　平成19年３月21日 

 至　平成20年３月20日)

比較増減

区分
注記

番号
金額(千円)

百分比

(％)
金額(千円)

百分比

(％)
金額(千円)

Ⅰ　完成工事高 　 　 29,330,770 100.00 　 31,952,668 100.00 　 2,621,898

Ⅱ　完成工事原価 　 　 28,070,592 95.70 　 30,278,134 94.76 　 2,207,542

　　　完成工事総利益 　 　 1,260,178 4.30 　 1,674,533 5.24 　 414,355

Ⅲ　販売費及び一般管理費 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　役員報酬 　 165,920 　 　 123,735 　 　 △42,185 　

　　　従業員給料手当 　 337,308 　 　 341,641 　 　 4,333 　

　　　賞与引当金繰入額 　 28,823 　 　 29,397 　 　 574 　

　　　退職給付費用 　 37,620 　 　 35,206 　 　 △2,414 　

　　　役員退職慰労引当金

　　　繰入額
　 20,786 　 　 24,544 　 　 3,758 　

　　　法定福利費 　 55,075 　 　 52,826 　 　 △2,249 　

　　　福利厚生費 　 17,489 　 　 16,888 　 　 △601 　

　　　修繕維持費 　 12,092 　 　 5,312 　 　 △6,780 　

　　　事務用品費 　 62,850 　 　 45,456 　 　 △17,394 　

　　　通信交通費 　 62,016 　 　 54,343 　 　 △7,673 　

　　　動力用水光熱費 　 5,419 　 　 5,330 　 　 △89 　

　　　調査研究費 　 68,745 　 　 75,566 　 　 6,821 　

　　　広告宣伝費 　 26,962 　 　 28,927 　 　 1,965 　

　　　貸倒引当金繰入額 　 ― 　 　 3,344 　 　 3,344 　

　　　交際費 　 22,867 　 　 22,154 　 　 △713 　

　　　寄付金 　 922 　 　 1,706 　 　 784 　

　　　地代家賃 　 10,557 　 　 10,570 　 　 13 　

　　　減価償却費 　 46,858 　 　 41,030 　 　 △5,828 　

　　　租税公課 　 69,387 　 　 63,064 　 　 △6,323 　

　　　保険料 　 65,898 　 　 60,769 　 　 △5,129 　

　　　雑費 　 89,419 1,207,021 4.12 85,281 1,127,096 3.53 △4,138 △79,925

　　　営業利益 　 　 53,156 0.18 　 547,437 1.71 　 494,281

Ⅳ　営業外収益 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　受取利息 　 6,939 　 　 19,259 　 　 12,320 　

　　　有価証券利息 　 39,018 　 　 18,923 　 　 △20,095 　

　　　受取配当金 　 71,273 　 　 81,263 　 　 9,990 　

　　　受取賃貸料 　 ― 　 　 24,652 　 　 24,652 　

　　　雑収入 　 51,212 168,444 0.57 23,023 167,122 0.52 △28,189 △1,322
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前事業年度

(自　平成18年３月21日 

 至　平成19年３月20日)

当事業年度

(自　平成19年３月21日 

 至　平成20年３月20日)

比較増減

区分
注記

番号
金額(千円)

百分比

(％)
金額(千円)

百分比

(％)
金額(千円)

Ⅴ　営業外費用 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　支払利息 　 25,050 　 　 39,010 　 　 13,960 　

　　　デリバティブ損失 　 ― 　 　 30,246 　 　 30,246 　

　　　賃貸費用 　 ― 　 　 16,166 　 　 16,166 　

　　　雑支出 　 5,562 30,613 0.10 7,095 92,518 0.29 1,533 61,905

　　　経常利益 　 　 190,987 0.65 　 622,040 1.94 　 431,053

Ⅵ　特別利益 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　貸倒引当金戻入額 　 8,844 　 　 ― 　 　 △8,844 　

　　　投資有価証券売却益 　 217,855 　 　 164,344 　 　 △53,511 　

　　　固定資産売却益 　 46,817 273,517 0.93 ― 164,344 0.52 △46,817 △109,173

Ⅶ　特別損失 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　固定資産処分損 　 1,854 　 　 26,002 　 　 24,148 　

　　　投資有価証券売却損 　 ― 　 　 48,211 　 　 48,211 　

　　　投資有価証券評価損 　 5,874 　 　 325,815 　 　 319,941 　

　　　会員権評価損 　 33,008 　 　 5,450 　 　 △27,558 　

　　　減損損失 　 70,889 111,627 0.38 ― 405,479 1.27 △70,889 △293,852

　　　税引前当期純利益 　 　 352,877 1.20 　 380,905 1.19 　 28,028

　　　法人税、住民税

　　　及び事業税
　 113,077 　 　 273,410 　 　 160,333 　

　　　法人税等調整額 　 73,837 186,914 0.64 △68,080 205,329 0.64 △141,917 18,415

　　　当期純利益 　 　 165,962 0.56 　 175,576 0.55 　 9,614
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(3) 株主資本等変動計算書

前事業年度(自　平成18年３月21日　至　平成19年３月20日)

　

　

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
資本剰余金

合計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計
別途積立金

繰越利益
剰余金

平成18年３月20日残高(千円) 5,000,000 4,499,820 4,499,820 469,687 4,200,000 484,942 5,154,629

事業年度中の変動額 　 　 　 　 　 　 　

　剰余金の配当（注） 　 　 　 　 　 △161,097 △161,097

　役員賞与（注) 　 　 　 　 　 △9,000 △9,000

　当期純利益 　 　 　 　 　 165,962 165,962

　自己株式の取得 　 　 　 　 　 　 　

　株主資本以外の項目の
　事業年度中の変動額(純額)

　 　 　 　 　 　 　

事業年度中の変動額合計(千円) 　 　 　 　 　 △4,134 △4,134

平成19年３月20日残高(千円) 5,000,000 4,499,820 4,499,820 469,687 4,200,000 480,807 5,150,494

　

　
株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価証
券評価差額金

評価・換算差
額等合計

平成18年３月20日残高(千円) △36,268 14,618,182 998,337 998,337 15,616,519

事業年度中の変動額 　 　 　 　 　

　剰余金の配当（注） 　 △161,097 　 　 △161,097

　役員賞与（注） 　 △9,000 　 　 △9,000

　当期純利益 　 165,962 　 　 165,962

　自己株式の取得 △4,793 △4,793 　 　 △4,793

　株主資本以外の項目の
　事業年度中の変動額(純額)

　 　 △244,516 △244,516 △244,516

事業年度中の変動額合計(千円) △4,793 △8,928 △244,516 △244,516 △253,444

平成19年３月20日残高(千円) △41,061 14,609,253 753,820 753,820 15,363,074

（注）定時株主総会における利益処分項目である。
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当事業年度(自　平成19年３月21日　至　平成20年３月20日)

　

　

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
資本剰余金

合計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計
別途積立金

繰越利益
剰余金

平成19年３月20日残高(千円) 5,000,000 4,499,820 4,499,820 469,687 4,200,000 480,807 5,150,494

事業年度中の変動額 　 　 　 　 　 　 　

　剰余金の配当 　 　 　 　 　 △161,035 △161,035

　当期純利益 　 　 　 　 　 175,576 175,576

　自己株式の取得 　 　 　 　 　 　 　

　株主資本以外の項目の
　事業年度中の変動額(純額)

　 　 　 　 　 　 　

事業年度中の変動額合計(千円) 　 　 　 　 　 14,540 14,540

平成20年３月20日残高(千円) 5,000,000 4,499,820 4,499,820 469,687 4,200,000 495,348 5,165,035

　

　
株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価証
券評価差額金

評価・換算差
額等合計

平成19年３月20日残高(千円) △41,061 14,609,253 753,820 753,820 15,363,074

事業年度中の変動額 　 　 　 　 　

　剰余金の配当 　 △161,035 　 　 △161,035

　当期純利益 　 175,576 　 　 175,576

　自己株式の取得 △281,693 △281,693 　 　 △281,693

　株主資本以外の項目の
　事業年度中の変動額(純額)

　 　 △778,639 △778,639 △778,639

事業年度中の変動額合計(千円) △281,693 △267,152 △778,639 △778,639 △1,045,791

平成20年３月20日残高(千円) △322,755 14,342,101 △24,819 △24,819 14,317,282
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６　工事別受注工事高、完成工事高、手持工事高

　

工事別受注工事高 　 　 （単位　千円）

　　 　 前連結会計年度 当連結会計年度 　 　 　

　 工事別 自　平成18年3月21日 自　平成19年3月21日 増減(△) 増減(△)率

　　 　 至　平成19年3月20日 至　平成20年3月20日 　 　 　

　
建築関連

産業空調衛生設備 21,243,837 22,113,029 869,192 4.1 ％

　
施　　設

一般空調衛生設備 5,122,484 6,843,229 1,720,745 33.6 　

　　 小計 26,366,322 28,956,258 2,589,936 9.8 　

　 食品流通
冷凍冷蔵設備 1,393,235 1,507,087 113,852 8.2

　
　 施　　設 　

　
環境施設 生活関連処理設備 3,455,089 3,325,167 △129,922 △3.8

　
　 　

　 合計 31,214,647 33,788,513 2,573,866 8.2 　

　　 　 　 　 　 　 　

工事別完成工事高 　 　 （単位　千円）

　　 　 前連結会計年度 当連結会計年度 　 　 　

　 工事別 自　平成18年3月21日 自　平成19年3月21日 増減(△) 増減(△)率

　　 　 至　平成19年3月20日 至　平成20年3月20日 　 　 　

　
建築関連

産業空調衛生設備 20,154,498 22,255,716 2,101,218 10.4 ％

　
施    設

一般空調衛生設備 4,833,046 6,468,466 1,635,420 33.8 　

　　 小計 24,987,545 28,724,182 3,736,637 15.0 　

　 食品流通
冷凍冷蔵設備 1,609,815 1,374,693 △235,122 △14.6

　
　 施    設 　

　
環境施設 生活関連処理設備 3,339,608 3,382,985 43,377 1.3

　
　 　

　 合計 29,936,969 33,481,862 3,544,893 11.8 　

　　 　 　 　 　 　 　

工事別手持工事高 　 　 （単位　千円）

　
工事別

前連結会計年度 当連結会計年度

増減(△) 増減(△)率

　
平成19年3月20日 平成20年3月20日

　
建築関連

産業空調衛生設備 11,632,015 11,489,328 △142,687 △1.2 ％

　
施　　設

一般空調衛生設備 3,358,356 3,733,118 374,762 11.2 　

　　 小計 14,990,371 15,222,447 232,076 1.5 　

　 食品流通
冷凍冷蔵設備 203,179 335,573 132,394 65.2

　
　 施　　設 　

　
環境施設 生活関連処理設備 1,513,779 1,455,961 △57,818 △3.8

　
　 　

　 合計 16,707,330 17,013,981 306,651 1.8 　
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